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1. どちらの場合も、片持スラブ主筋には原則として継手を設けない。

D10-@1,000 以下

※．フ－プより１サイズup又は同サイズ２本巻

e ≦ D/6 e > D/6

2.  ①  の鉄筋は フープ（スターラップ）の1サイズ太い鉄筋を2本巻きとする。

1. 1.5Ｄ の範囲の柱のフ－プは1サイズ太い鉄筋、又は2本巻きとし@100以下とする。
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a）柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一
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b）柱幅と斜材幅が異なる
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c）柱脚で斜材となる

又は同サイズの鉄筋を2本巻きとする。

つり上げ筋は、スタ－ラップより１サイズ太い鉄筋 、

1. 原則として a) のフック先曲げとする。片側スラブ付<Ｌ型>梁で b)

2. フックの位置は a)  にあっては交互、 b)  にあってはスラブ側とする。

   両側スラブ付<Ｔ型>梁で c)  又は b)  とすることができる。

（3）スタ－ラップ、腹筋、巾止め筋の配置

a) b) c) d)

a）一般スラブ

（1）スラブの定着

e)

受け筋

片持梁筋折り曲げ

a）大梁

先端 元端

L3 L2

平面

正面

必ず入れること。

補強スタ－ラップは小梁主筋側に

正面
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片持梁のある場合
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スラブ 梁

片持梁

（主筋）

連続端

a）大梁

L2

最上階

LC

a）一般スラブ

巾止め筋

腹　　筋

D

b）片持スラブ

2.　　　は 3m 又はスラブの短辺内法スパンの小なる方とする。

1. 　　　　部分のスラブは上端筋の間隔が @100 以下となる様に、スラブ筋と同径筋により補強する。

（4）片持スラブ出隅部の補強要項

（
配

力
筋

）

（3）屋根スラブ入隅出隅部の補強要項
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30

（4）斜め柱・斜め梁
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（5）絞り （6）寄せ筋の保持
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6. 大梁、小梁、片持梁

（1）梁の定着
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b）小梁
lo／4 15d

20d

lo/4
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20d

lo/6L3

斜め定着としてよい

上向きでもよい。
斜め定着または、

45
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ｃ）片持梁

一般階 断面 平面

先端小梁

（2）梁の継手

lo/4 lo/2 lo/4

b）小梁
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lo/6 lo/4lo/2

つり上げ筋

（4）スタ－ラップの型
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8
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（5）巾止め筋の本数、加工

不要

2-D10　（1 段）

6-D10　（3 段）

4-D10　（2 段）

腹筋

巾止め筋
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最終端
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D1,200≦
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7. スラブ

（2）スラブの継手

lx 又は ly

lx/4 lx/4

b）耐圧盤（べた基礎）

lx 又は ly

lx/4 lx/4

c）片持スラブ

継手位置の範囲を示す。

継手位置の範囲を示す。
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耐圧スラブ
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肩筋 D13以上
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D13以上
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一般スラブ配力筋

出隅部分の補強筋

出
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ℓ1/2
出隅部

出隅受け筋

ℓ1

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

（7）打増し補強

L2 a

L
2

a

L
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a

一方向の打増し 二方向の打増し

2. 打増し部分が70未満の場合は補強筋不要とする。但し、70未満の打増し部分に壁が取り合う場合は、壁筋（縦筋・

（打増しするときは事前に設計者、及び工事監理者と打ち合わせのこと）

※

※

3. ※ 鉄筋は、柱フープと同径・同ピッチとする。

補強筋

補強筋

（6）打増し補強 （打増しするときは事前に設計者、及び工事監理者と打ち合わせのこと）

4. ×印筋は打増し寸法 a 及び打増し寸法 b で決まる補強筋を兼ねるものとする。

L
2

a

b

1. 　　　　　打増し部分を示す。

L
2

a

b

下端の打増し 上端の打増し 側面の打増し ２方向の打増し

ba

L
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a

L2

補強筋

※

※

補強筋 L2 a

補強筋

補強筋

※ ※

補強筋補強筋

3. ※ 鉄筋は、スターラップと同径・同ピッチとする。

D lo/4 Dlo/4

lo

1. ℓ1≧ℓ2 とする。

2. 出隅受け部配筋は柱又は梁に L1 定着する。

1. ℓ1≧ℓ2 とする。

≦150

b

b

b

b 補強筋

b ≦300

b 打増し寸法

2 - 補強筋

a 補強筋a 打増し寸法

300＜ b ≦600

600＜ b ≦900

900＜ b

3 - 補強筋

4 - 補強筋

柱主筋 - @250

70≦ a ≦300 1 - 補強筋

300＜ a ≦600

600＜ a ≦900

900＜ a

2 - 補強筋

3 - 補強筋

柱主筋 - @250

　横筋共）を延長して補強筋とすること。

4. ×印筋は打増し寸法 a 及び打増し寸法 b で決まる補強筋

　を兼ねるものとする。

打増し70未満の場合

L2

L
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7
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同径・同ピッチで延長
壁筋（縦筋・横筋）と

b 補強筋

b ≦300

b 打増し寸法

2 - 補強筋

a 補強筋a 打増し寸法

300＜ b ≦600 3 - 補強筋

a ≦300 1 - 補強筋

300＜ a ≦600 2 - 補強筋

補強筋

1. 　　　　　打増し部分を示す。

補強筋：　柱主筋径の１サイズ小さい径とする

補強筋：　梁主筋径の１サイズ小さい径とする

2. 打増し部分が70未満の場合は補強筋不要とする。但し、

　横筋共）を延長して補強筋とすること。

  70未満の打増し部分に壁が取り合う場合は、壁筋（縦筋・
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つり上げ筋

ハンチのない場合
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つり上げ筋
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第1スタ－ラップは柱面より配筋する

ハンチのある場合

@ P
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×印は巾止め筋

×印は巾止め筋

＜1,500

※1.  梁主筋のみ込み長さ（柱せいの3/4以上かつ La 以上）

※1.  梁主筋のみ込み長さ（柱せいの3/4以上かつ La 以上）

※1
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L
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L
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※1.  梁主筋のみ込み長さ
　　　（柱せいの3/4以上かつ La 以上）

先端折り曲げ長さＬは、スラブ厚さより

かぶり厚さを除いた長さとする。

/2

/
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3.　床面積 100m2 以下は補強不要とする。
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▽GL

▽耐圧版上端

1. 開口によって切断される鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強する（上・下筋共）。

孔と孔のへりあき100以上

（5）スラブ開口部の補強

（
第

一
横

筋
位

置
）

4. ＊印はトップ筋のとめる位置を示す。

3. 地下外壁の壁筋は縦筋を外側に配筋する。

2. スラブ（B）がない場合は特記による。

1. 地下外壁縦筋（A）を通すことを原則とする。但し、施工上梁内に定着

外側

地下外壁・平面

端部

LC

中央

a) 地下外壁

（3）壁の継手

（縦方向配筋）

（横方向配筋）

a）一般壁
土等

（縦方向配筋）

（横方向配筋）

5. 補強筋は規定壁配筋以外に入れる。

4. 補強筋は壁リストによる。

3. ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要

2. 開口最大寸法が200以下の時は補強筋不要

1. 壁厚200を越える壁開口に適用する。

6. 開口ピッチは、3x（隣接する開口寸法の平均）

5. 補強筋は規定壁配筋以外に入れる。

4. 補強筋は壁リストによる。

3. ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要

2. 開口最大寸法が200以下の時は補強筋不要

1. 壁厚200以下の壁開口に適用する。

5
本

1
0
本

5本

10本

（但し、H>800の場合、設計図による）

4. 補強筋の定着要領は9-（5）、a）、b）による。

2. ｂ寸法500以上の場合は別開口として、個別に開口補強を行う。

1. lo、ho寸法を開口寸法とし、補強筋は壁リストによる。

　但し、壁厚200以下の場合は溶接金網による補強とせず壁リストに示す縦・横補強筋を50% 増しとする。

　 ｂ寸法500未満の場合は、必要なかぶりを確保の上、規定の壁筋と同径筋を＠150以下で配筋する。

ｔ は壁の高さの1/100程度

b）壁-梁

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

c)壁-スラブ

＊印筋（縦筋）をD13-@200以上の配筋とする
階段で壁厚が250未満の場合は、壁配筋表にかかわらず

（　　　）

（2）片持ち階段

*

t

主　筋
厚さ　t階段種別

梁又は壁に定着する
上下計4-D13

配　　　　筋

配力筋

梁又は壁に定着する

上下計4-D13

配力筋

（1）1方向スラブ階段

a）土間スラブの打継ぎ補強

a） 段差が小さい場合

（6）スラブ段差

c）段差がスラブ厚程度の場合
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（7）スラブの打継ぎ補強

（8）釜場
1,200x600 以下 L1

2
0
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2-D16

8. 壁

梁

縦筋は乱継にしなくてよい

b）地下外壁等側圧を受ける壁

柱
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/
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（1）地下外壁・一般壁の定着
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8d かつ 150以上
90°フック

L
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L
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15d

15d

lo/2

lo/4 lo/4

外側

（2）各部の定着

a）壁-柱

L
2

L
2

a

150程度

L
2
か

つ
中

心
線

を
こ

え
る

L
2

D13

D13

スラブ上端筋がある場合 スラブ上端筋がない場合

L2

D13

1,000
D13

1,000

受筋 1-D10

受筋 1-D10

壁配筋と同じ

壁配筋と同じ

d）壁-壁（平面）

L2

L
2

D13

シングル配筋

D13

L2

ダブル配筋

D13

D13 L2
L2

L
2

L
2

L2L2

（4）スリット

（屋外に接する部分は、

完全縁切型スリット

t

（5）壁の開口補強要領

a）鉄筋格子の場合

a≦100

L1

L
2

鉄筋格子

b）鉄筋の場合

L2

a≦100 L
2

c）設備開口の場合

h
o

h
o

3. 　　　　印部分は規定の壁配筋を行う。

（6）手すり、パラペット
a）手すり b）パラペット

120以上

L
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1
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D13

H
5
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2-D13

D10-@200

2-D13

D10-@200（ダブル）

D10-@150（ダブル）

9. 階段

鉄筋格子

主筋

イナズマ筋 D10-@200

1-D13

受筋1-D10

1-D13

主筋

t

主　筋 A
厚さ　t階段種別

配　　　　筋

主　筋 B 配力筋

t

肩筋1-D13

1-D13

D10-@200

主筋Ｂ

イナズマ筋 D10-@200

D10-@200

1-D13

肩筋1-D13

主筋Ａ

1-D13イナズマ筋
D10-@200

D10-@150

D13-@200（ダブル）

2-D16

中
央

　
h
1
/
2

h
1
/
4

下
部

H

5
0

L
2

L
1

150以上

配力筋

L1

L1

L1

n1

n
2

n2/2

n2/2

L
1

n1/2n1/2

斜め補強筋

a) 開口の最大径が700mm程度以下 b)　小開口を連続して設けた場合

2. 補強筋は鉄筋の間隔を 50 mm程度あけて配筋する。

3. 斜め補強筋は 2-D13 ( l = 2L1)シングルを上・下筋の内側に配筋する。

4. 開口が梁に接している場合は、補強筋の定着長さは梁面からの長さとする。

L1

L1

L1

L
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D13以上

t
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L2h

5
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(Ⅰ)

※1. ※2.90°フック

L2L2L2

L2h かつ柱中心線を超える

L2 L2

3
0
0
 以

上

3
0
0
 以

上

a a

8
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か
つ

(Ⅱ) (Ⅲ)

(Ⅳ)

L2 L2a

(Ⅴ)

3. ※1. ※2. 鉄筋の径及び間隔は、図示による。

2. (Ⅳ)、(Ⅴ) は増打ちコンクリートのある場合。

1. a 区間の部分は通し配筋でもよい。

原則通し筋とする。

(Ⅰ) (Ⅱ)

L
2

(Ⅲ) (Ⅳ)

L
2

a

300以上

3. ※1. 鉄筋の径及び間隔は、設計図による。

2. (Ⅳ)は増打ちコンクリートのある場合。

1. a 区間の部分は通し配筋でもよい。

※1.

D13

D10-@400（防錆処理を施す）250 250

a＞
1
0
0

a＞
1
0
0

50

5
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7
5

b

lo lob

b

L2

端部配筋 L1

止水板等を設けること）

ｔ は壁の高さの1/100程度

（屋外に接する部分は、

完全縁切型スリット

t

止水板等を設けること）

配力筋

l

L
1

L
1

L
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L
2

a

スラブ筋と同径・同間隔

L
2

a

D13

L2

中間部

L2

L2

L
3

端部

スラブ筋と同径・同間隔

b）土間コンクリートと地中梁との接合部配筋
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土間コンクリート補強筋の土間コンクリート補強筋の

1. 土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ伝達できるものをいい、

　それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。

2. a が 300mm以下の場合に限る。

b) 一般壁

5
0

5
0

50 50

L
1

L
2

（第一縦筋位置）

L2 L2

L1

150 mm以下
0.2L1かつ

1. 壁筋の重ね継手の相互の鉄筋は、密着させるのが原則であるが、あき重ね継手も同等に有効とする。

あき重ね継手

L2

※1

L3 L2
L2

150

t

150

L2

肩筋1-D13主筋

L2

t

L2
L2

150

L
2

L
3

※1.  梁主筋のみ込み長さ（柱せいの3/4以上かつ La 以上）

   する場合は係員の承認を得ること。
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b） 段差が大きい場合
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継手位置の範囲を示す。
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